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Investigation of the Recovery and Reconstruction Process, especially 
the Upland Relocation and Land Development in the Aonae District 
of Okushiri Town: From the Point of View of Administrative Law and 
Civil Law
This paper collects and studies materials and documents concerning 
the disaster recovery and restoration, the upland relocation, and the 
land development of Okushiri Town, especially the Aonae District, 
which suffered from an earthquake off the southwest coast of 
Hokkaido. The materials and documents which record the recovery 
and reconstruction of Okushiri Town were mostly unorganized. We 
organize the materials and documents and archive them. We apply 
them to the recovery and reconstruction process and study them 
from the point of view of administrative law and civil law. Finally, we 
summarize the results and make recommendations for recovery and 
reconstruction from this disaster.
─ 56 ─
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北　星　論　集（経） 　第 56 巻　第２号（通巻第 71 号）
葉「事実で法（理論）を洗う」（丸括弧内は池
田による補充）を実践する場・分野でもある。
池田は，「『事実で法（理論）を洗う』とは，
頭の中で机上のプランとしては成り立つ理論
でも，複雑な現実によって検証して，それぞ
れの社会において一定の構造を持つ現実の深
みから学んで再考察する試みでなければなら
ない」という。本特定共同研究も末広・池田
の主張に賛同するものである（足立）。
18） 　災害からの復旧・復興に関する研究は，公
法分野からの研究が圧倒的に多いように思わ
れる。私法分野については，阪神・淡路大震
災以降，主に借地・借家問題を中心に研究が
展開されてきた。災害からの復旧・復興を総
合的に検討し考察していくためには，公法分
野と私法分野の協働が必要である。この二つ
の分野をどのように連結し，どのように協働
していくのか，その効果的な方法はまだ分か
らないのだが，本特定共同研究を通して，そ
れを見つけていくことができればと考えてい
る（足立）。
19） 　現在進行中の東日本大震災からの復旧・復
興過程との比較対象，また何らかの寄与を行
うことができれば，とも考えている（足立）。
20） 　本稿では，各章・節の担当者を，末尾に記す。
また，本文・注で示される各人の意見・主張
についても，文尾に名前を表記する。示され
た意見・主張は，各人が責任を負うものである。
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